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労働移動の自由を盛り込む に消極的で停滞している。両国はすでに島嶼国から 農業分野で季節労働者の受入プログラムがあるからである。他方、モノ 化のメリットの少ない島嶼国は労働移動の自由を譲れない問題と位置づける。　
最後に、カブタウラカ准教授か
ら、第二次世界大戦中にアメリカ、日本が残していった劣化した爆弾・実弾など
｢ 戦争廃棄物
｣
への
取組みも行う必要がある、との問題提起があった。（いまいずみ
　
しんや／アジア経
済研究所
　
研究企画部上席主任調
査研究員）
